
都内で発生する交通事故は年々減少傾向にありますが、小学生の交通事故は毎年
1,000件前後発生しており、減少傾向は見られません。

交通事故の発生件数が最も多い学年は３年生です。
また、３年生を境に、歩行中の交通事故と自転車での交通事故の割合が逆転します。
３年生までに、十分な交通安全教育を行うことが重要です。

小学生の交通事故が最も多いのは６月ですが、新学年を迎えた４月から徐々に増加
する傾向があります。この特徴は１年生に顕著であることから、新しい環境に対する
緊張感が徐々に緩んでいくことが影響しているのかもしれません。夏休み前の早い時
期に、交通安全教育を集中的に行うことが重要です。小学生の交通事故とすべての年
齢層の交通事故と比較すると、多発傾向のある時期が相当異なっています。

小学生の交通事故は午後３時から午後６時の間に集中します。下校時や友人と遊
びに行く、習い事へ行くなどの際には、十分に注意する必要があります。
水曜日は、下校時間が早い学校が多いため、他の曜日と比べると、交通事故が集中

する時間が１時間早まり午後２時からピークを迎えます。

交通事故に遭った小学生の第２当事者（交通事故両当事者のうち、過失割合が低
い方の当事者のこと。）の違反の有無を調べると、「違反なし」の割合が自転車で
63.7％歩行中で69.4％でした。
これを他の年齢と比較してみると、自転車の「違反なし」割合は、中高生よりも

高いですが成人と比べると低く、歩行者では小学生が最も低くなっています。違反
内容は、自転車では一時不停止や安全不確認、歩行中では飛び出しが目立ちます。
子供の身を守り、また、他の人にケガをさせないためにも、幼い頃から繰り返し

交通ルールを守らせるための教育を行いましょう。

ポイントを押さえて効果的な安全教育を！

※ 小学生の交通事故をなくすためには、学校、保護者による日頃の教育が不可欠です。
子どもの特性を十分理解して具体的に話してあげることが大切です。
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資料１

都内交通事故は減少傾向だが、
小学生の交通事故に減少傾向は見られない。



・ 最多発生は３年生

・ ３年生を境に、自転車が歩行中事故を上回る

自転車 歩行中 その他 合計

小学１年生 239 583 0 822 29.1% 70.9%

小学２年生 351 516 0 867 40.5% 59.5%

小学３年生 521 429 0 950 54.8% 45.2%

小学４年生 607 290 1 898 67.6% 32.3%

小学５年生 565 189 0 754 74.9% 25.1%

小学６年生 486 145 1 632 76.9% 22.9%

合計 2,769 2,152 2 4,923 56.2% 43.7%
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資料２

・ 歩行中の割合は学年が上がるにつれ低下
・ 自転車の割合は学年が上がるにつれ上昇

※ 平成27年から令和元年までの５年間の交通事故発生件数

１～２年生までは歩行中、
３年生からは自転車の交通安全教育を段階的に行う必要がある。
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資料３

・ 最多発生は６月
・ 新学年が始まる４月から７月に多発傾向
・ ４月から６月にかけて徐々に増加

※ 本年は、２か月分遅れることも考えられる

・ 小学生の交通事故多発時期は、
すべての年齢の交通事故多発時期とは異なっている。

※ 平成27年から令和元年までの５年間の交通事故発生件数

※ 平成27年から令和元年までの５年間の交通事故発生件数

すべての年齢での交通事故発生件数



曜日別
0～

６時
7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時

21～

23時
合計

月曜 5 17 33 11 14 15 13 23 56 122 126 111 61 23 6 1 637

火曜 2 37 45 12 6 5 18 22 52 131 190 128 56 13 5 4 726

水曜 7 41 40 9 13 5 5 71 135 130 175 164 45 15 4 5 864

木曜 10 41 39 6 10 4 14 26 51 124 180 135 68 18 9 8 743

金曜 7 52 41 7 4 10 19 28 57 153 190 134 54 35 8 9 808

土曜 5 2 18 28 43 58 79 79 68 69 85 76 27 17 7 5 666

日曜 4 5 18 18 35 47 49 61 52 45 61 45 20 13 3 3 479

合計 40 195 234 91 125 144 197 310 471 774 1,007 793 331 134 42 35 4,923

資料４

・ 水曜日は他の平日と異なり、１４時からピークが始まる。

・ 最多発生時間帯は、毎日１６時台

・ 月～金曜日の１５時～１８時は、

交通事故が集中する超危険な時間帯

※ 平成27年から令和元年までの５年間の交通事故発生件数

平日は、下校時と帰宅後が要注意
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資料５

・ ７割弱の小学生が
何の違反行為もないまま交通事故に遭っている。

・ 小学生の「違反なし」割合は、
他の年齢と比べると、高いとは言い難い。

青信号で横断歩道を渡る時でも、左右の確認を徹底することが大切


